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自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
長

一
等
陸
佐

真
部

亮
太

約
１
３
０
０
人
が

心
豊
か
な
ひ
と
と
き
を
共
に…

令
和
７
年

月

日
（
月
）
松
山
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
自
衛
隊
協
力
３
団
体
（
愛
媛
県
防
衛
協
会
、
愛
媛
県
隊
友
会

及
び
愛
媛
県
自
衛
隊
家
族
会
）
主
催
に
よ
る
「
第

回
ふ
れ
愛
コ

ン
サ
ー
ト 

 

愛
媛
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

回
目
の

開
催
と
な
り
、
陸
上
自
衛
隊
第

音
楽
隊
隊
長

平
林

誠

１
等

陸
尉
が
指
揮
を
執
り
、
招
待
者
や

一
般
来
場
者
を
含
め
約
１
３
０
０

名
の
方
々
が
来
場
し
、
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
行

わ
れ
、
１
部
で
は
「
稲
穂
の
波
」

や
「
ゲ
ー
ル
フ
ォ
ー
ス
」
な
ど
の

名
曲
が
演
奏
さ
れ
、
観
客
は
第

音
楽
隊
の
凛
々
し
い
姿
と
演
奏
に

魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
部
で

は
一
転
、
普
段
耳
に
す
る
曲
が
演

奏
さ
れ
、
特
に
高
杉
克
海
３
等
陸

曹
と
田
村
瑠
奈
１
等
陸
士
に
よ
る

デ
ュ
エ
ッ
ト
曲｢

ふ
る
さ
と
の
色

で
は
、
優
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
二

人
の
歌
声
が
、
故
郷
の
情
景
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
、
故
郷
へ
の
想
い

や
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
回
想
さ

せ
て
く
れ
、
心
穏
や
か
な
一
幕
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｍ
ｒ
ｓ
・
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
Ａ

ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
メ
ド
レ
ー
で
は
耳
に
残

る
キ
ャ
ッ
チ
ー
で
心
が
躍
る
音
色

に
観
客
も
に
こ
や
か
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
観
客
か
ら
は
「
聞

き
馴
染
み
の
あ
る
曲
を
、
素
晴
ら

し
い
演
奏
で
聞
け
て
う
れ
し
か
っ

た
」
「
コ
ン
サ
ー
ト
を
初
め
て
聞

い
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
多
く
の
方
々
に
自
衛

隊
へ
の
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
様
々
な
機
会
を
作
り
、
県

民
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
と
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

自
衛
隊
の
職
場
体
験
に

約
３
０
０
人
の
学
生
が
参
加
中
！

令
和
７
年

月
５
日
（
水
）
～
７
日
（
金
）
今
治
地
域
事
務
所
は
、
県
立
今

治
東
中
等
教
育
学
校
の
職
場
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
職
場
体
験
は
、
愛
媛
県
の
実
施
す
る
「
え
ひ
め
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｕ-

１
５
事

業
」
と
し
て
中
学
生
が
職
場
体
験
学
習
を
通
じ
て
望
ま
し
い
職
業
観
や
勤
労
観
を
身
に

付
け
る
等
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
、
愛
媛
地
方
協
力
本
部
で
は
今
年
度
県
内
中
学

校
69
校
、

人
の
中
学
生
（
令
和
７
年
12
月
末
現
在
）
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
今
治
東
中
等
教
育
学
校
の
２
年
生

名
を
今
治
地
域
事
務
所
で
受
け
入
れ
ま
し

た
。
仕
事
内
容
の
説
明
、
自
衛
隊
の

潜水艦の前で記念撮影
海上自衛隊呉基地（広島県）

令
和
７
年
度

本
部
長
感
謝
状
贈
呈
式

令
和
７
年

月

日
（
土
）
、
平
素
か
ら
愛
媛
地
本
協
力
本
部
の
任
務
遂
行

に
必
要
な
募
集
業
務
・
就
職
援
護
業
務
・
予
備
自
衛
官
等
業
務
な
ど
の
各
分
野

に
お
い
て
、
ご
支
援
や
ご
協
力
を
頂
い
た
方
々
に
対
し
、
本
部
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
一
般
功
労
で
個
人
２
名
、
就

職
援
護
功
労
で
１
団
体
、
予
備
自
衛
官
功
労

で
１
団
体
、
募
集
功
労
で
１
団
体
２
個
人
の

方
々
に
感
謝
状
及
び
副
賞
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。

感
謝
状
贈
呈
に
あ
た
り
本
部
長
は
、
各
々

の
ご
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
防
衛
省
・
自

衛
隊
に
対
す
る
ご
理
解
に
対
し
深
甚
な
る
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
贈
呈
式
の

後
に
は
、
記
念
撮
影
や
会
食
を
実
施
し
て
、

受
賞
さ
れ
た
方
々
と
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

愛
媛
地
方
協
力
本
部
は
、
今
後
も
ご
協
力

や
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
と
、
良

好
な
信
頼
協
力
関
係
の
維
持
向
上
を
図
り
、

任
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
か
わ
ら
版
」
を
ご
ら
ん
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、
昨
年

は
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
中
東
そ

し
て
我
が
国
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
厳
し
い
安
全
保
障
環
境

が
継
続
し
ま
し
た
。
か
か
る
外
的
環
境
の
下
、
国
内
に
お
い

て
も
、
今
治
・
西
条
両
市
の
火
災
等
頻
発
し
た
災
害
派
遣
、

さ
ら
に
は
害
獣
駆
除
の
支
援
等
さ
ら
な
る
多
様
な
任
務
遂
行

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
は
募
集
者
の
減
少

が
「
下
げ
止
ま
り
」
傾
向
と
な
り
ま
し
た
が
、
愛
媛
県
の
募

集
状
況
は
他
の
四
国
３
県
の
好
転
に
反
し
て
、
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
態
が
継
続
し
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
海
上
輸
送
群
、
統
合
作
戦
本
部
の
新
編
等
抜

本
的
防
衛
力
整
備
が
着
実
に
進
展
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
官

の
処
遇
・
勤
務
環
境
の
改
善
及
び
新
た
な
生
涯
設
計
の
確
立

に
関
す
る
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
、
懸
案
で
あ
っ
た
人
的
基

盤
の
充
実
が
加
速
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
か
ら
約
３
年
を
経
過
し
、
断
絶
し
て
い
た

部
外
と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
の
修
復
成
果
が
い
よ
い
よ

顕
在
化
す
る
時
期
に
な
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

か
か
る
状
況
を
前
向
き
に
と
ら
え
、
本
年
は
募
集
、
援
護

及
び
広
報
そ
し
て
そ
の
基
盤
と
な
る
関
係
各
位
と
の
連
帯
強

化
を
一
歩
一
歩
工
夫
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
早
速
、
南

海
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
、
曹
候
補
生
及
び
自
候
生
の
採
用
試
験

等
の
募
集
、
国
・
県
及
び
民
間
企
業
と
連
携
し
た
再
就
職
説

明
会
等
の
援
護
さ
ら
に
海
上
輸
送
群
の
輸
送
艦｢

よ
う
こ
う
」

の
愛
媛
初
寄
港
等
が
早
々
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
力
団

体
は
じ
め
部
外
の
皆
さ
ま
、
ご
家
族
は
じ
め
自
衛
隊
関
係
者

の
皆
さ
ま
、
愛
媛
地
方
協
力
本
部
は
、
自
衛
隊
と
愛
媛
県
民

の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
努
力
す
る
所
存
で
す
。

本
年
も
皆
様
が
安
全
・
安
心
な
お
気
持
で
健
や
か
に
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ボーカルも務める高杉３曹と田村１士 総勢32名で演奏を披露した陸上自衛隊第14音楽隊

の
基
本
・
基
礎
動
作
の
体
験
に
は
じ
ま
り
、

松
山
駐
屯
地
及
び
呉
基
地
の
協
力
を
得
て

陸
上
自
衛
隊
及
び
海
上
自
衛
隊
を
研
修
す

る
等
、
自
衛
隊
の
様
々
な
こ
と
を
楽
し
く

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
計
画
し
ま
し

た
。
職
場
体
験
に
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は

「
潜
水
艦
や
戦
車
な
ど
に
乗
れ
て
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
」
「
将
来
を
考
え
る
良
い

き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
「
厳
し
い
・
怖
い

イ
メ
ー
ジ
が
自
衛
官
と
触
れ
て
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ
っ
た
」
な
ど
の
と
て
も
う
れ
し
い

声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
愛
媛
地
方
協
力
本
部
で
は
地
域

と
の
交
流
の
た
め
、
ま
た
自
衛
隊
（
官
）

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 11
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あ
け
は
マ
ル
シ
ェ
に

音
楽
隊
も
や
っ
て
来
た
♩

採用案内

令
和
７
年

月
５
日
（
日
）
宇
和
文
化
会
館
（
西
予
市
）
で

開
催
さ
れ
た
「
第
７
回
あ
け
は
マ
ル
シ
ェ
」
及
び
第

音
楽
隊

派
遣
演
奏
「
陸
上
自
衛
隊
第

音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

西
予
」

に
お
い
て
、
第

旅
団
か
ら

名
、
装
備
品
展
示
車
両
６
両
、

愛
媛
地
本
か
ら
は
人
員
７
名
が
、
音
楽
隊
派
遣
演
奏
を
主
と
し

て
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

10

例
年
、
愛
媛
地
方
協
力
本
部
が

広
報
活
動
で
参
加
し
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
「
あ
け
は
マ
ル
シ
ェ
」
。
今

回
は
主
催
団
体
「
あ
け
は
リ
メ
イ

ク
実
行
委
員
会
」
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
第

旅
団
広
報
事
業
（
愛

媛
地
本
協
力
）
と
同
時
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
南
予

地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
は
、
最
も
部
隊
の
参
加
規
模

が
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
事
業
広
報
活
動
の

メ
イ
ン
で
あ
る
第

音
楽
隊
コ
ン

サ
ー
ト
は
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
と
な

る
約
１
０
０
０
名
が
来
場
。
２
部

構
成
で
全
９
曲
、
約

分
間
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
会
場
が
一
体

と
な
り
、
多
彩
な
演
出
の
演
奏
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
４
日
（
土
）
に
は

南
予
地
域
の
中
・
高
校
生
の
吹
奏

楽
部
員
を
対
象
と
し
て
第

音
楽

隊
巡
回
演
奏
指
導
（
第

旅
団
事

業
）
を
、
西
予
市
に
あ
る
愛
媛
県

立
宇
和
高
校
で
行
い
ま
し
た
。
参

加
校
は
南
予
地
域
等
の
中
学
校
７

校
、
高
等
学
校
８
校
、
中
学
生
約

名
、
高
校
生
約

名
、
計
約
１

４
０
名
が
、
第

音
楽
隊
長
以
下

名
の
パ
ー
ト
別
（
楽
器
別
）
指

導
員
の
も
と
、
そ
の
演
奏
技
術
及

び
指
導
要
領
を
熱
心
に
習
得
し
て

い
ま
し
た
。
終
了
後
の
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
で
は
、
ほ
ぼ
全
員

か
ら
「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」

「
指
導
が
わ
か
り
や
す
く
、
熱
意
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予
備
自
衛
官
補
か
ら

予
備
自
衛
官
へ

ら
の
辞
令
書
交
付
に
続
き
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
服
務
の
宣
誓
を
行
い
、
激
励

を
受
け
ま
し
た
。
須
賀
予
備
２
曹
は
、

予
備
自
衛
官
と
し
て
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
と
と
も
に
、
訓
練
等
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
向
け
て
更
に
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

今
後
の
５
日
間
訓
練
に
向
け
て
安
心

し
て
訓
練
に
出
頭
で
き
る
よ
う
に
、
丁

寧
に
対
応
し
、
不
安
の
払
拭
及
び
出
頭

意
欲
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年

月

日
（
木
）
、
予
備
自
衛
官
補
の
教
育
訓

練
を
修
了
し
、
予
備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
た
須
賀
康
介
予
備
２

等
陸
曹
の
辞
令
書
交
付
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

陸上自衛隊第14音楽隊コンサート第14音楽隊の演奏指導

令
和
７
年
度

後
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

援
護
課
は
、
令
和
７
年

月

日
（
月
）
～

日

（
水
）
、
愛
媛
県
内
に
所
在
す
る
６
社
の
企
業
の
協

力
を
得
て
、
９
名
の
定
年
退
職
予
定
隊
員
に
対
し
て

令
和
７
年
度
後
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。

本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

の
概
要
、
再
就
職
し
た
際
の
具
体
的
な
業
務
内
容
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
参
加
隊
員
は
再
就
職
後
の
自

己
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
施
設
見
学
に
お
い
て
は
、
参
加
隊
員
か
ら
活
発
な
質

問
が
あ
り
、
現
場
社
員
の
方
と
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
意
見
交
換
が
で
き
、
相
互
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
打

ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受
入
企
業
か
ら
は
「
業
務
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き

大
変
嬉
し
い
」
「
是
非
と
も
入
社
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
「
当
社
は
人
材
不
足
の
た
め
、
積
極
的
に
退
職
自

衛
官
を
雇
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
「
退
職
自
衛
官
は

経
験
豊
富
で
あ
り
、
即
戦
力
と
し
て
大
変
期
待
し
て
い

る
」
等
の
前
向
き
な
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
隊
員
か
ら
も
「
自
己
の
将
来
設
計
像
が
具
体
化
で
き
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
次
回
も
参
加
し
、

さ
ら
に
見
識
を
広
げ
た
い
」
「
質
疑
応
答
の
時
間
を
長
く

設
定
し
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
細
部

本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
今
後
数
年
の
う

ち
に
退
職
予
定
の
定
年
退
職

隊
員
に
対
し
て
、
企
業
等
に

お
け
る
退
職
前
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
経
験
さ
せ
、
隊

員
の
再
就
職
に
係
る
希
望
の

具
体
化
や
再
就
職
後
の
早
期

離
職
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企

業
に
対
し
、
自
衛
官
の
有
用

性
を
周
知
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
で
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後

輩
隊
員
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
助
言
し
た
い
」
等
の
高
評
価
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
援
護
課
は
、
退
職
予

定
隊
員
が
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
全
力
で
お
手

伝
い
い
た
し
ま
す
。

見
て
・
聞
い
て
・
食
べ
て
！

自
衛
隊
の
リ
ア
ル
を
感
じ
て
も
ら
う
１
日
に

令
和
７
年

月

日
（
土
）
に
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

「
募
集
広
報
の
日
」
を
実
施
す
る
と
共
に
、
翌

日
（
日
）
に

「
松
山
駐
屯
地
創
立

周
年
記
念
行
事
」
に
募
集
広
報
ブ
ー
ス

を
開
設
し
、
本
行
事
に
協
力
し
ま
し
た
。

募
集
広
報
の
日
に
は
募
集
対
象
者

名
、
そ

の
保
護
者
等

名
を
含
め
、
計

名
が
参
加
。

記
念
式
典
予
行
を
は
じ
め
、
第

音
楽
隊
に
よ

る
心
弾
む
音
楽
演
奏
、
迫
力
あ
る
模
擬
戦
闘
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、
隊
員
が
普

段
の
訓
練
や
災
害
派
遣
時
に
食
べ
て
い
る
戦
闘

糧
食
を
体
験
し
、
量
や
味
付
け
に
つ
い
て
談
笑

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
隊
員
教
育
期
間

中
の
営
内
居
室
見
学
や
隊
員
の
勤
務
環
境
改
善

と
し
て
個
室
化
さ
れ
た
営
内
居
室
の
見
学
、
駐

屯
地
所
在
部
隊
の
若
手
隊
員
と
の
懇
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
個
室
化

さ
れ
た
部
屋
が
快
適
そ
う
だ
っ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
女
性
参
加
者
か
ら
の
入
隊
動
機
や

結
婚
・
育
児
に
関
す
る
質
問
に
は
、
女
性
隊
員

が
自
身
の
経
験
談
を
交
え
た
丁
寧
な
説
明
で
対

応
し
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

翌

日
の
創
立
記
念
行
事
に
は
、
約
３
０
０

０
名
が
来
場
、
各
部
隊
に
よ
る
威
容
を
誇
る
式

典
が
執
り
行
わ
れ
た
ほ
か
、
車
両
体
験
搭
乗
等

須
賀
予
備
２
曹
は
２
級
建
築
士
と
し
て
松
山
市
の
建
築
会
社
に
勤

め
て
い
ま
す
。｢

建
築
士
の
技
能
資
格
を
活
か
し
て
国
や
社
会
に
貢

献
し
た
い｣

と
令
和
６
年
７
月
、
予
備
自
衛
官
補
に
採
用
。
令
和
７

年
９
月

日
、
教
育
訓
練
を
修
了
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
本
部
長
か

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
募
集
広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
募
集
説
明

の
ほ
か
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
体
験
及
び
ミ
ニ
制
服
試
着
等
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
、
自
衛
隊
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

が
あ
り
丁
寧
だ
っ
た
」
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
、
翌
日
の
イ
ベ
ン

ト
も
あ
わ
せ
た
こ
の
事
業
は
、
自
衛
隊
の
広
報
活
動
、
特
に
南
予
地

域
の
募
集
広
報
の
面
で
も
、
今
後
へ
繋
が
る
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年も
愛媛地本を

よ
ろ
し

く
おね
がいしま

す
！
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若手隊員との懇談営内見学
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資　格 受付締切 試　験　日

18歳以上33歳未満の者

【第７回】

～１/１５（木）

【第８回】

～２/５（木）

WEB試験

【第７回】１/１８（日）～２０（火）

【第８回】２/８（日）～１０（火）

口述試験

【第７回】１/２５（日）

【第８回】２/１４（土）

男子で中卒(見込含)

17歳未満の者
～１/１５（木）

【１次試験】１/２４（土）

【２次試験】２/１４（土）

採用種目

自衛官候補生

陸上自衛隊

高等工科学校

生徒（一般）

の
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